
分析装置：FP828/828P 

乳製品中の窒素/たんぱく質分析 

分析条件 

分析法 燃焼法（改良デュマ法） 

分析時間 2.8分 

燃焼ガス 純酸素 

キャリアガス ヘリウム/アルゴン

分取ループ 10㏄/ 3㏄ 

試料容器 
スズホイル小（P/N：502-186-100）

またはスズカプセル（P/N：502-040小、502-167中） 

助燃剤 なし 

試料量 ～0.5 g 

試料前処理 なし 

燃焼温度 燃焼炉：950℃ アフターバーナー：850℃ 

分析パラメータ 

一般パラメータ 

  パージサイクル 

  バラスト平衡化時間 

  バラスト充填時間タイムアウト 

アリコットループ充填圧力低下

アリコットループ平衡化時間

  ドーズループサイズ 

バーンサイクル 

元素パラメータ 

インテグレーションディレイ

ベースライン開始

ポストベースライン遅延

コンパレータの使用

積分時間

エンドラインの使用

エンドラインディレイ

終了ベースライン 

プロファイルブランクの使用 

3 

10秒 

300秒 

200 mmHg 

6秒 

10または 3 

炉フロー 

FP828P  5.0 LPM  FP828  高 

ヘリウム アルゴン

3秒 

15秒 

14秒 

いいえ 

45秒 

はい 

25秒 

15秒 

― 

3秒 

15秒 

14秒 

いいえ 

60秒 

はい 

25秒 

15秒 

はい 

＊積分時間等は装置に合わせて微調整が必要です。 

tel:093-884-0309


分析例 

・LECO EDTA 標準物質 502-896（lot1002、Ｎ: 9.57%）～0.25 g を使用して原点を通る一次式の検量線を作成し、LECO フェニルアラニ

ン標準物質 502-642（lot1018、N: 8.47%）～0.1g、グリシン溶液（N: 1.0%）で確認しました。（グリシン溶液の作製方法を次ページに示しま

す）

・たんぱく質係数は 6.38 を使用しました。

・アルゴンキャリアガス使用時は検出感度が低下するため、サンプル質量を 0.5 g としました。
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* グリシン溶液の作製方法

1． グリシン溶液を特定の窒素濃度に調製するとき、下記の式でグリシンの必要量を求めます。

C: 希望の窒素濃度（%） 

G: グリシン粉末の質量（g） 

†: グリシン試薬の純度 99.0%の場合 

よく使われる窒素濃度となるグリシン質量 

0.1 % 0.541 g 

0.2 % 1.082 g 

0.3 % 1.624 g 

2． 天秤にフラスコを乗せて風袋を消去します。フラスコは 100mlの水が入る容量のものを使います。 

3． ステップ 1で計算したグリシンをはかり取り、記録します。 

4． 天秤の読みが 100g となるまで蒸留水（窒素を含まないもの）を加え、天秤の読みを記録します。 

5． フラスコの蓋をし、よく混合します。 

6． 正確な濃度は下記で求められます。 

G: ステップ 3で記録したグリシンの質量（g） 

W: ステップ 4で記録した蒸留水の質量（g） 

†: グリシン試薬の純度 99.0%の場合 
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